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大原利眞氏 

このセッションでは、基調報告、事例紹介

をしていただきました方以外の４名のパネ

リストの皆様方から、現在進められている

取り組みにつきましてご紹介いただきたい。

よろしくお願いします。 

 

伊藤泰夫氏（福島イノベーション・コースト構
想推進機構） 
 
〇福島イノベーション・コースト構想につ

いて 

福島イノベーション・コースト構想は産

業系のプロジェクトを中心に、原発事故に

より避難指示があった１２市町村と、津波

被災で甚大な被害を受けたいわき市、相馬

市、新地町の１５市町村の産業基盤の再構

築を目指すプロジェクトです。 

 

 

 

 

 

ハード系としては、廃炉、ロボット、エネ

ルギー、農林水産、環境リサイクルという５

分野に力を入れていくということにしてい

ます。また、ハードだけではなくて、産業集

積、教育・人材の育成といったソフトの分野

にも力を入れていきます。 

 

〇エネルギー分野の取組み 

福島県再生可能エネルギー推進ビジョン

の大幅な改定を行い、２０４０年には福島

県で使うエネルギーのすべてを再生可能エ

ネルギーで賄うというビジョンを掲げまし

た。それを踏まえ、国の資源エネルギー庁、

福島県が、２０１６年に福島新エネ社会構

想を策定しました。イノベ構想の中のエネ

ルギー分野の取り組みは、その新エネ社会

構想が主な柱になっています。 

セッション１ 

現在進めている取組みの紹介 
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まず再生可能エネルギーの導入拡大に向

け、系統接続の問題の解消に向けて現在３

系統の送電線を作っています。送電網の系

統接続ができることになるので、さらにメ

ガソーラー、あるいは風力発電を進めてい

きます。 

２つ目が、水素社会のモデルとして、浪江

町の１万キロワット級の再生可能エネルギ

ーによる世界最大級の水素製造施設を整備

しています。２０２０年の東京オリンピッ

ク・パラリンピックでは、ここで作った水素

をつかった FCV・水素バスが東京で走りま

す。ただその後、福島でどのような水素社会

を築いていくのか、今後考えていくべき大

きな課題です。 

３つ目がスマートコミュニティの構築で

あり、新地町以外にも、楢葉町、相馬市、浪

江町、葛尾村で展開をしています。 

それに呼応して、いわきバッテリーバレ

ー構想、いわきウィンドバレー構想による

風力発電の製造やメンテナンスの人材育成

に関するプロジェクトが始まっています。 

 
〇ロボット分野の取組み 

ロボット分野の大きな目玉は、南相馬市

に整備をしているロボットテストフィール

ドです。ここでは、主に屋外対応ロボットの

日本の開発拠点を目指して、すでに滑走路、

ヘリポート、あるいは通信塔の整備が進ん

でおり、また２０２０年にワールドロボッ

トサミットの会場になる試験用プラントの

活用もすでに始まっています。 

ロボットテストフィールドができる前か

らロボット実証区域を設定しており、浪江

郵便局と小高郵便局の間、目視外で、自律型

の飛行で郵便物を届けるという取り組みを

はじめ、２１３件の実証が始まっています。 

屋外用のロボットにつきましては、技術

の開発の他に、航空法の規制をどうやって

クリアしていくか、さらには地元の理解が

どれだけ進むかということが課題です。 
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〇環境リサイクル分野 

２つの事例を紹介します。 

１つ目の事例は、小高町の福島エコクリ

ートという会社の設立です。実は福島県は

日本で最も石炭火力の発電量が多い地域で

す。その石炭灰を再利用し、フライアッシュ

を用いた土木資材の製造が始まっておりま

す。これは小高の避難指示解除とともに始

まり、小高の皆さんが実際に帰還をして、こ

こに勤めています。 
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２つ目の事例は、浪江町にフォーアール

エナジーという会社の進出です。日産リー

フのリチウムイオンバッテリーを、家電用

リチウム電池などへの再利用策を確立する

ため、同企業が立地をしています。 

先ほどＤＯＷＡの飛田社長から説明があ

ったリサイクルセンターの取り組みも、こ

の分野の取組です。 

 

〇地元企業への産業化支援 

まず事業化支援ということで、ロボット、

エネルギー、環境リサイクル等の分野で新

規の開発をする際には、１５市町村のエリ

アで研究開発をする場合に補助金が交付さ

れます。その活用だけではなく、製品化など

の事業化支援をイノベ機構が担当させてい

ただいています。 

この後話をする遠藤さんにも活用いただ

いていますが、これをいかに産業の柱にし

ていくかということが課題です。 

進出企業と、あるいは研究機関がいろい

ろ立地していますが、地元企業のマッチン

グについて、相双機構との共催で事業を進

めています。 

廃炉の産業については、ＪＡＥＡの３施

設が、楢葉、富岡、大熊に立地をしています

が、廃炉産業そのものに地元企業を参入し

ていく必要があり、どういう形でのマッチ

ングが可能か調査を進めています。 

 

〇教育・人材育成 

地元の皆さんに地域の復興を担っていた

だきたいということで、特に地元の高校生

を対象にイノベーション・コースト構想に

関する教育プログラムの開発をしています。

実際に企業さんに来ていただいて、あるい

は工場に出かけていって、最先端の技術に

触れていただくといった取り組みを進めて

います。 

また２０１８年度から大学への支援事業

を展開しています。震災以降、多くの大学が

この地域で活動をしておりますが、なかな
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かその継続は難しいということであり、こ

れまでに培った復興の知恵をぜひこの地に

根付かせて、いろんな形で生かしていただ

きたいと考えています。 
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遠藤秀文氏（株式会社ふたば） 
 
〇自己紹介 

私は富岡町に生まれ、育ちました。地元の

高校を卒業して、進学、就職のため上京し、

日本工営に就職して、海外のプロジェクト

に携わってきています。 

２００７年に富岡に戻ってきております。 

 
〇株式会社ふたばのあゆみ 

「ふたば」は私が生まれた年に、父が創業

しました。測量会社から始まった会社です。 

私が戻って３年後に震災が起きました。

震災後、会社の再開が非常に難しい状況で

はありましたが平成２９年、富岡町が役場

機能を戻した４カ月後に、私の会社も本社

を富岡町に戻しました。 

〇事業概要 

会社は建設コンサルタントと測量をメイ

ンでやっていますが、やはり地元の復興や

環境再生に関わるということもあり、地域

デザイン、地域まちづくり、空間情報の見え 

 

 

る化、環境分野、海外分野で事業を展開して

います。 

震災後、ドローンや３Ｄ化に力を入れて

います。富岡町夜の森の桜並木を３Ｄ化す

るということも行っています。いわきや郡

山の避難先の子どもたちが、ＶＲでふるさ

との桜並木の下を歩けるというようなデー

タの整備もしています。 

 
〇まち・暮らし創生事業 

環境省の低炭素・資源循環事業「まち・暮

らし創生」ＦＳ業務を紹介します。日本工営

とふたばが、２カ年で、昨年度から行ってお

ります。 

ＩｏＴを活用して農業の効率化ができな

いか、効率化をすることによって低炭素が

できないかということ、また森林の資源を

エネルギーとして活用できないかというこ

とで１年目はやってきました。 

森林に関しては、ドローンとレーザーを
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使い、森林の樹高や直径から材積量を算出

するということができ、また樹高の分布図

を作成することもできるようになり、資源

管理だけではなく、これから森林の環境再

生利用にも十分使えるということがわかり

ました。 

今年度はそのような経験を踏まえ、福島

大学農学部にも加わっていただきながら、

実施しています。 

まずは、ワイン用ブドウの試験栽培を行

っています。このワイン用ブドウ畑で、気象

観測器からカビの発生を把握し、そこでア

ラートを鳴らします。鳴ったらさらにドロ

ーンによるマルチスペクトルで定期的に観

測して、カビの発生を把握するということ

を行っています。 

カビの発生条件を満たすアラートが鳴れ

ば、ドローンを使って防除するということ

で、人出不足を補うというところまで今年

度実証事業を行う予定です。 

 

〇ワインによる地域活性化 

会社の紹介とはまた別で、町内で今ワイ

ンづくりも行っております。試験栽培です

が、目的は、ブドウ栽培を通じて、帰郷した

町民が自分の農場を使った農業が広がるこ

とです。ワインが事業化すれば、元々あった

海の幸、川の幸そういったいろんな資源を

活用でき、そういうことになれば、双葉郡の

町村とも連携し、将来的には来訪者、移住者

の増加や風評被害対策など、様々なことが

できるのではないかと考えています。 

平成２８年度は、赤と白のワイン用ブド

ウを約７０本試験栽培しております。全部

で約１，５００本を育成しています。 

小浜圃場は明日、現地視察に含まれてい

ますが、本当に海の近くにブドウ畑が広が

っております。昨年の１１月に一般社団法

人も立ち上がって、本格的に事業へ向けて、

今準備しているところです。 

また今、首都圏から企業やボランティア、

子どもたちも富岡に来て、ブドウ栽培に関
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わっていただくことも行っています。今年

の３月３０日には１００人ぐらいが集まり

ました。また、福島大の農学部の１期生３０

名ほどや、高校生、昨年戻って来た富岡町の

小中学生もこの苗の植え付けに参加してい

ます。 

本当に様々な輪がどんどん広がってきて

いるということで、すごく地味かもしれな

いですが、こうやって地道で、かつその地域

に根付くこういった取り組みというのは非

常に大事なことだと私は思っています。 

 

〇今後に向けて 

この地域は、社会的な課題が山積してい

ます。社会的な課題の縮図であり、課題先進

地域という様に言われています。こういう

地域だから、この地域を実証の先進地にし

て、先進的な技術、制度をここから生み出す

ということも大事であると思っています。 

会社としては測量設計会社から始まりま

したが、今は建設コンサルタントかもしれ

ませんけども、こういった様々な社会課題

に対応することによって、社会コンサルタ

ントを目指していきたいと思っています。 
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須藤 治氏（福島相双復興推進機構） 
 
〇福島相双復興推進機構（官民合同チーム）

の概要 

官民合同チームは平成２７年８月２４日

に創設されました。 

原子力発電所の事故による被災１２市町

村の事業者への個別訪問を実施しています。

行政は、相談窓口を作ってお待ちしている

ことが多いですが、官民チームは、こちらか

らお伺いするというのが一番の特徴です。

被災事業者がたとえ、県外に移られていて

も、全部お伺いするとの考えで回っていま

す。今までに約５，３００者訪問しました。

その上で、様々な支援を行っています。事業

再開の支援だけでなく、引退される方への

生活相談も行っています。 

また、商工事業者だけでなく、農業者への

支援も行っている団体です。 

〇官民合同チームの４つの取組み 

事業は４つあり、第一は「事業・なりわい

の再生支援」で、商工業者を訪問し、事業再

開のご支援をしています。さらにこの地域

は、人手不足が激しいので、人材確保、さら

には周りの人口が減ってしまったこともあ

るので、販路開拓支援も実施しています。そ

しておやめになる方の生活設計や事業承継

もお手伝いをしています。 

第二は、「営農再開支援」です。商工業だ

けでは、復興は成り立たない、この地域のメ

インは営農再開だとの考えで、力を入れて

います。農家を個別訪問して、対応を進めて

います。詳細は後ほどご紹介します。 

さらに、面的に、町全体が機能しないと復

興は難しいということで、第三は、「まちづ

くり支援」です。まちづくり会社の支援や、

この後の武藤さんのお話と重なってきます

が、観光・交流人口の拡大に取り組んでいま

す。これを私たちは、事業者支援の観点で、

地元事業者の受け入れ態勢の整備などをや

っています。 

そして最近特に力を入れて取り組んでき

ておりますのが、第四の取組みである「外部
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人材・資本の呼込みと新しい地域づくり」で

す。イノベーション・コースト構想をはじめ

として、外から様々な企業や人が入ってき

ますので、その方々と地元の事業者をマッ

チングして、地元事業者の方にビジネスに

役立てていただき、地元にきちんと利益が

回る、そういう仕組みを広げていきたいと

いうものです。 

〇事業・なりわいの再生支援 

私どもの活動では５，３００者回ってい

ると申し上げましたが、そのうち１，２１１

者に対しては、突っ込んだコンサルティン

グ支援をしています。事業計画を作る、ある

いは人員構成が変わってしまったので人事

のシステムをつくる、あるいは原価管理を

するなど、様々なお悩みに応えるという形

をとっています。 

そして設備投資の補助金についても国に

提案をして、新しい制度を作ってもらいま

した。そうした支援策活用お手伝いなどを

しています。 

さらに人材確保を行い、今まで８８０名

の方が採用決定しています。去年が３５９

名でした。今年は５００名を目標に取り組

んでいます。 

 

〇営農再開の支援 

農業関係は大きく言って、販路開拓、技術

支援、そして補助金等の活用の支援をやっ

ておりますが、２つ事例をご紹介します。 

１つ目は、南相馬市の農業法人の例です。

地域の営農再開率が決して高いわけではあ

りませんが、この農業法人に地域の多くの

方が農地を預け、それをこの能郷法人が先

端技術を使って新しい形の農業に取り組ん

でいます。 



49 

 

去年も今年も新卒の高校生２人がこの農

業法人に就職をしています。熟練をしてい

なくても、きちんと農業ができるような、そ

ういう先端的な農業に取り組むことで、こ

の地域の今後を変えていく取り組みをされ

ています。 

２つ目は楢葉町の事例です。カントリー

エレベーターの写真が載っておりますが、

水稲の面積を広げることをしています。 

去年の水稲作付面積５８ヘクタールです

が、今年は１００ヘクタール以上増えまし

た。 
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こういう形で、先端的な農業に取り組む、

あるいは面的な広がりに取り組むという形

で新しい農業をチャレンジする方々のお手

伝いを進めていきたいと思っています。 

 
〇まちづくり支援 

面的なまちづくりの支援ということでは、

まちづくり会社の立ち上げ・運営のサポー

ト、特に土地活用の支援をやっています。 

それから様々なハード施設ができ上がっ

てきましたので、この立ち上げや運営の支

援、さらに観光や交流促進のため、地元の受

け入れ態勢の整備の支援を行っています。 

 
〇外部人材・資本の呼込みと新しい地域づ

くり 

イノベーション・コースト構想に関し、地

元企業が参画していく部分のお手伝いを官

民合同チームではしています。 

資料にあるとおり、多様な分野で地元の

参入の余地があります。決して製造分野だ

けではなく、例えば観光やまちづくりも考

えられます。また、転勤で来た方が居住する

場所の提供、あるいは廃炉の関係ビジネス

も最先端のデブリを取り出すような作業だ

けではありませんので、こういったところ

に地元の企業が入っていくということを進

めていきたいと考えています。 

 

 

武藤 淳氏（福島県観光物産交流協会） 
 
〇福島県観光物産交流協会について 

福島県観光物産交流協会は観光と物産双

方の振興を図るため、観光誘客・県産品販路

拡大に努めている団体です。 

 

〇観光振興の取組み 

はじめに、従来から観光部で行っている

事業をご紹介します。 

まず観光部で最も重要な取組は、観光情

報の発信です。福島県には自然、温泉、食、

歴史など様々な観光の魅力があります。こ

れらの魅力を「ほんものの旅」という観光情

報誌、「ふくしまの旅」というホームページ

で紹介しています。 

次に海外誘客の推進についてですが、多

言語によるホームページや宿泊施設等にお

ける外国人のお客様の受入れ対応を進める

研修などを行っています。 

なお、今年度、新たに翻訳サービスを始め

ており、例えばメニュー表や宿泊施設での

案内表記、施設の紹介などを英訳すること

で県内の多言語化を支援しています。この

ほか教育旅行の推進として、歴史や自然体

験、合宿など、官民一体となって、全国から

教育旅行の誘致に取り組んでいるところで

す。 

 

 
 

  



51 

 

〇ホープツーリズム 

震災後、観光復興に向けた取組として始

めたのが「ホープツーリズム」で、福島のあ

りのままの姿と復興に挑戦する人々との出

会いにフォーカスした学びの旅として実施

しています。ありのままの姿とは復興が進

んでいる光の面だけではなく、地震・津波・

原発事故等の影響が残る影の面、どちらも

見ていただくというものです。 

これらのフィールドで、復興に挑戦する

方々から、どのような想いで取り組んでい

るか聞き、対話を通じて、震災の教訓を今後

にどう活かしていくかについて考えるとい

う過程を踏んでおり、「学び」が重要な要素

となっています。このためメインターゲッ

トは教育旅行であり、企業等の研修・視察、

外国人についてもターゲットとしていると

ころです。 

このほか、地域の方々から講話をいただ

く、地域の宿泊施設等を利用するなど地域

の経済活性化につなげるという視点も持っ

て取り組んでいます。（ここのくだりは、次

の「主体間で連携・・・」の最後に移しても

構いません。 

福島県の観光の復興、浜通りを中心に大

きな被害を受けて、観光客の入り込みは大

きく落ち込んでおります。そこから復興の

ためにどうやったら人を呼び込めるかとい

うことを考えております。 
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〇主体間で連携した取り組み 

協会だけでホープツーリズムを実施でき

るものではありません。福島県、あるいはフ

ィールドパートナー、ヒューマンの方々、あ

るいは地域の団体の方々、宿泊施設の方々 

と連携しながらツアーを作っています。 

 
〇ホープツーリズムの成長 

ホープツーリズムは、新しい取り組みで、

平成２８年度に始めたばかりです。当初、ホ

ープツーリズムをどう形作っていくかワー

キンググループを開催し議論を行いました。
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福島県庁や浜通り関係者の方々、協会の職

員などが非常に熱い議論によりホープツー

リズムの理念やツアーイメージをまとめ上

げました。この議論がしっかりできたから

こそ、現在、ツアーに参加された方から高い

評価をいただけるようになったと感じてい

ます。 

現在ツアーが大きく伸びてきており、こ

れまで関係いただいた方々に感謝しかあり

ません。最初３件、６６名の参加でしたが、

３０年度は５３件、約１，２００名の参加ま

で伸びてきました。 

 

〇今後に向けて 

最後に、これまで協会と、地域の皆様と作

り上げてきたホープツーリズムですが、こ

れからもまだまだもっと大きくしていきた

いと考えています。 

そのためには周遊ルートづくりやより多

くの方々とツアーを広めていくということ

を今後の方向性として考えています。 

引き続き、皆様方には、ホープツーリズム

の推進について、ご支援とご協力をいただ

きますようよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

  


